
批

評

・

紹

介

中
国
農
業
史
研
究

天

野

元

之

助

著

昭
和
三
七
年
入
月
東
京

A
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本
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入
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茶
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付

戦
後
に
お
け
る
東
洋
史
事
界
の
特
色
の
一
つ
に
、
所
謂
枇
曾
経
済
史
の
震
還

が
あ
げ
ら
れ
る
。
中
園
の
場
合
、
各
種
の
産
業
の
う
ち
、
農
業
の
占
め
る
地
位

が
屋
倒
的
で
あ
っ
て
、
工
業
で
あ
れ
商
業
で
あ
れ
、
農
業
の
性
格
に
規
制
さ
れ

る
面
が
甚
だ
多
い
。
そ
れ
故
、
中
国
社
曾
の
研
究
に
は
中
園
農
業
の
、
吐
曾

経
済
史
の
研
究
に
は
、
農
業
史
の
研
究
が
前
提
と
な
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
一
方
こ
の
面
の
研
究
は
、
特
に
土
地
問
題
に
お
い
て
多
く
の
論
致
、
が
護

表
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
謝
廃
す
る
生
産
力
に
閲
す
る
も
の
は

l
卸
ち
農
家

経
営
、
農
業
技
術
等
の
研
究
は

l
そ
れ
に
と
も
な
わ
な
い
恨
が
あ
っ
た
。
然

し
先
年
は
西
山
武
一
・
熊
代
幸
雄
南
氏
の
手
に
な
る
「
湾
民
要
術
」
の
完
誇
が

み
ら
れ
、
幸
い
に
今
ま
た
天
野
博
士
の
「
中
国
農
業
史
研
究
」
が
公
刊
さ
れ
る

に
及
ん
で
、
我
々
も
こ
の
面
に
よ
う
や
く
明
る
い
光
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
な
っ
た
。

天
野
博
士
は
大
正
一
五
年
京
都
帝
園
大
事
経
済
皐
部
を
卒
業
後
、
直
ち
に
南

浦
洲
鍛
道
調
査
課
に
籍
を
お
き
、
以
後
終
戦
闘
園
ま
で
二
三
年
の
長
い
間
、
中

園
農
業
の
調
査
研
究
に
従
事
し
、
個
師
園
後
は
、
京
都
大
事
・
大
阪
市
立
大
事
に

お
い
て
研
究
一
途
の
生
活
を
す
ご
さ
れ
て
き
た
中
国
農
業
史
の
泰
斗
で
あ
る
。

そ
の
問
、
大
著
「
支
那
農
業
経
済
研
究
上
・
中
」
、
及
び
そ
の
下
容
に
あ
た
る
「
中

園
農
業
の
諸
問
題
上
・
下
」
・
「
支
那
農
村
雑
記
」
以
下
、
各
種
の
撃
術
専
門
雑

誌
に
数
多
の
論
文
を
護
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
事
界
周
知
の
事
賞
で
あ
る
。

本
書
の
高
い
事
間
的
債
値
は
、
昭
和
三
入
年
度
の
事
士
院
賞
の
祭
器
に
輝
い
た

事
賓
が
何
よ
り
も
雄
癖
に
物
語
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
か
か
る
経
歴
と
業
績
を

持
つ
博
士
の
、
後
半
生
を
か
け
た
成
果
(
自
序
)
と
い
え
ば
、
こ
の
名
血
管
も
蓋

し
嘗
然
の
事
で
あ
ろ
う
。

口

さ
て
本
書
の
構
成
は
、
第
一
編
作
物
編
、
第
二
編
栽
培
篇
、
第
三
編
農
具

篇
、
の
三
篇
よ
り
な
る
。
作
物
栽
培
の
場
合
に
は
、
播
種
す
べ
き
種
子
を
選

び
、
-
次
い
で
入
念
な
栽
培
管
理
を
行
な
い
、
更
に
枚
穫
後
に
そ
れ
を
加
工
し
て

食
物
と
す
る
、
と
い
う
生
産
工
程
の
順
序
に
編
目
が
た
て
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

の
構
想
は
、
本
書
が
中
国
農
業
技
術
の
史
的
解
明
を
目
標
と
し
て
い
る
こ
と
を

意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
各
論
文
は
長
編
で
且
資
料
が
充
満
し
て
い
る
た

め
一
見
し
て
歴
倒
さ
れ
る
が
、
文
中
慮
々
に
要
約
が
あ
っ
て
讃
者
の
理
解
を
た

す
け
て
い
る
。

〔
第
一
一
編
〕
第
一
一
編
は
三
章
と
附
論
一
と
よ
り
な
る
。
第
一
章
は
「
中
国

の
黍
・
稜
・
粟
・
梁
考
附
玉
萄
黍
」
と
題
し
、
古
書
に
あ
ら
わ
れ
る
各
種
の
穀

名
を
網
羅
的
に
蒐
集
し
、
こ
れ
に
一
つ
一
つ
綿
密
な
考
設
を
加
え
て
い
る
。
最

初
の
黍
で
は
、
護
掘
品
中
の
古
い
穀
粒
の
報
告
に
関
し
て
批
判
さ
れ
た
後
、
古

文
献
中
の
黍
・
稼
・
萩
等
の
キ
ピ
系
穀
物
の
種
類
に
つ
い
て
比
定
し
、
員
後
に

黍
の
愛
生
地
に
つ
い
て
、
中
国
愛
生
設
の
諸
家
の
論
を
紹
介
し
て
い
る
。
稜
-

m胤
・
禾
・
穀
・
粟
・
梁
は
禾
を
意
味
し
、
中
園
に
お
け
る
禾
の
栽
培
は
き
わ
め

て
古
い
と
、
中
国
起
源
読
を
引
用
し
て
い
る
。
萄
黍
(
高
梁
)
は
経
典
に
は
見

え
ず
、
か
な
り
古
く
か
ら
栽
培
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
極
く
一
部
で
、
元
・
明
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-
清
と
時
代
が
下
る
に
従
い
、
こ
れ
ま
で
遊
ん
で
い
た
土
地
に
種
植
さ
れ
て
、

今
日
の
普
及
を
見
た
も
の
で
、
原
産
地
は
ア
フ
リ
カ
で
あ
る
と
い
う
。
第
二
章

「
中
国
の
奏
考
L

で
は
「
小
委
は
古
代
で
は
往
4

委
と
筒
翠
に
呼
ば
れ
、
甲
骨

文
に
も
婆
と
来
(
小
委
)
の
字
が
あ
る
」
と
い
う
胡
錫
文
氏
の
設
(
胡
錫
文
主

編
「
奏
」
上
編
の
導
雪
一問
中
国
農
畢
遺
産
選
集
甲
類
第
二
種
)
の
批
判
か
ら

始
ま
り
、
大
小
委
が
剣
然
と
明
示
さ
れ
な
か
っ
た
時
代
の
「
ム
ギ
」
は
大
安
で

あ
り
、
小
委
は
後
に
中
闘
に
は
い
り
、
お
そ
ら
く
「
ス
り
ウ
ス
」
と
と
も
に
、

漢
代
に
西
域
ル

1
ト
を
通
じ
て
侍
来
し
た
も
の
と
い
い
、
ま
た
機
婆
は
「
カ
ワ

ム
ギ
」
で
あ
る
と
言
う
結
論
に
達
し
て
い
る
。
博
士
は
第
四
節
・
第
五
節
に
お

い
て
、
小
湊
に
附
随
す
る
粉
食
と
、
調
整
器
具
で
あ
る
「
ウ
ス
」
の
問
題
を

取
扱
っ
て
い
る
が
、
餅
は
文
献
の
上
で
揚
維
の
「
方
言
」
が
初
見
で
あ
り
、
漢

代
の
副
葬
品
中
に
一
腹
完
成
し
た
形
式
の
廓
だ
け
護
見
で
き
る
と
い
う
の
も
、

博
士
の
所
論
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
第
三
章
は
「
中
園
の
栢
考
」
で
、

第
一
節
よ
り
第
四
節
ま
で
は
、
中
国
の
野
生
稲
・
古
代
江
南
の
稲
・
中
闘
の
出

土
米
・
古
文
献
の
イ
ネ
を
封
象
と
し
て
、
中
国
古
代
の
稲
が
日
本
系
か
印
度
系

か
の
問
題
を
中
心
に
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
第
五
節
「
稜
と
柏
お
よ
び
占
城

稲
」
で
は
宋
以
後
の
史
料
に
見
ら
れ
る
刊
・
粘
・
枯
・
動
・
占
・
呑
稲
・
赤
米

の
系
統
の
探
究
に
重
貼
を
お
き
、
占
城
稲
以
下
、
利
粕
枯
弘
占
は
い
ず
れ
も
柏
、

す
な
わ
ち
印
度
系
の
も
の
で
あ
り
、
香
栢
に
は
、
宋
の
史
料
で
は
梗
あ
り
柏
あ

り
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
ウ
ル
チ
」
に
嵐
し
、
明
清
の
書
に
な
る
と
「
モ

チ
」
に
属
す
る
も
の
も
出
る
と
い
う
。
そ
の
外
、
第
九
・
第
十
節
で
は
「
有
で

種
・
無
出
」
種
」
・
「
早
稲
と
晩
稲
」
と
、
全
編
で
多
角
的
に
、
中
園
に
産
す
る

稲
の
品
種
を
論
じ
て
い
る
が
、
要
約
す
る
に
は
私
の
手
に
徐
る
も
の
が
あ
る
。

附
諭
の
「
般
の
世
に
稲
を
植
え
た
か
」
で
は
、
仰
留
期
に
は
稿
の
籾
殻
の
慶
痕

が
あ
り
、
周
代
に
宿
の
存
在
し
て
い
た
事
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
甲
骨
文
字
に

は
稲
と
断
定
で
き
る
史
料
が
な
い
の
で
一
臆
断
定
を
さ
し
ひ
か
え
る
、
と
い
う

恨
重
な
態
度
を
と
・っ
て
い
る
。
附
の
「
中
園
養
費
考
」
は
、
中
園
上
古
の
繭

は
、
原
種
の
「
F
ワ
コ
」
の
繭
で
、
先
秦
漢
代
の
聞
に
次
第
に
家
建
の
護
遼
を

見
た
事
を
設
し
、
併
せ
て
各
時
代
に
お
け
る
養
震
・
絹
織
の
技
術
の
大
略
を
述

べ
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
は
第
一
編
の
要
旨
で
あ
る
が
、
古
代
の
史
料
か
ら
穀
名
を
決
定
づ
け
る

事
は
至
難
の
事
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
、
「
稜
」
一
つ
を
見
て
も
、
粟
(
湾
民
要

術
)
、
黍
に
相
似
た
る
も
の
(
唐
新
修
本
草
)
、
ウ
ル
キ
ピ
(
本
草
綱
目
そ
の
他
)
、

高
梁
(
程
落
田
)
等
色
々
あ
り
、
こ
れ
を
結
論
づ
け
る
事
は
容
易
の
業
で
は
な

く
、
今
博
士
に
よ
っ
て
指
針
を
輿
え
ら
れ
た
事
は
、
後
盟
干
の
者
に
多
大
の
便
宜

を
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

〔
第
二
編
]
第
二
一編
の
栽
培
篇
は
、
第
一
章
「
水
稲
作
技
術
の
展
開
」

と
、
第
二
章
「
棉
作
の
展
開
」
と
よ
り
な
る
。
前
者
は
巌
初
に
、
太
湖
西
山
の

稲
作
を
封
象
と
し
た
陳
葬
(
南
宋
の
人
)
の
農
書
の
中
に
、
中
園
に
お
け
る
水
稲

作
技
術
の
定
式
が
認
め
ら
れ
る
と
断
じ
、
そ
の
技
術
内
容
を
解
説
し
て
い
る
。

次
で
第
二
節
よ
り
六
節
ま
で
は
、
陳
募
の
農
書
に
至
る
ま
で
の
、
郎
ち
先
秦
か

ら
宋
代
ま
で
の
水
稲
栽
培
の
設
展
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
間
で
問
題
に

な
る
古
代
の
稲
作
が
一
年
休
闘
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
周
誼
の
郷
玄

注
を
一
年
休
閑
と
解
し
、
費
民
要
術
の
歳
易
は
、
軍
に
連
作
を
避
る
と
解
す
べ

き
か
、
或
は
一
年
休
閑
を
と
も
な
う
の
か
は
、
慎
重
を
き
し
て
い
る
。
七
節
以

下
は
宋
代
で
定
式
化
さ
れ
た
水
稲
作
が
、
其
の
後
如
向
に
各
工
程
各
工
程
で
改

良
さ
れ
、
ま
た
地
方
的
に
ど
の
よ
う
な
特
色
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
か
を
、
農

書
の
み
な
ら
ず
、
地
志
も
駆
使
し
て
詳
細
に
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
附
の
「
解

放
後
の
水
稲
作
法
」
は
特
に
注
目
す
べ
き
も
の
で
、
所
謂
八
字
憲
法
の
「
土
・

肥
・
水
・
種
・
密
・
保
・
管
・
工
」
の
順
を
追
っ
て
、
解
放
後
の
水
田
耕
作
の
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技
術
を
述
べ
、
我
占
が
疑
問
視
し
て
い
た
多
枚
穫
農
法
は
、
八
字
憲
法
の
各
部

門
の
研
究
改
良
の
成
果
で
あ
っ
て
、
決
し
て
誇
大
の
宣
停
で
な
い
事
を
わ
か
り

や
す
く
教
え
て
呉
れ
る
と
共
に
、
農
業
と
い
え
ど
も
、
そ
の
時
黙
に
お
け
る
科

皐
技
術
、
祉
曾
篠
件
の
纏
力
を
結
集
す
る
事
が
ど
ん
な
に
大
切
で
あ
る
か
を
示

す
も
の
と
し
て
、
中
園
の
現
在
に
閥
心
を
持
つ
も
の
の
必
讃
の
文
で
あ
ろ
う
。

第
二
章
の
「
掃
作
の
展
開
」
は
、
「
棉
花
の
停
衆
」
に
お
い
て
後
漢
の
頃
海
南

島
に
、
南
北
朝
に
な
っ
て
高
畠
図
に
棉
花
の
記
録
が
あ
る

J

が
、
宋
末
元
初
に
か

け
て
、
南
方
か
ら
江
南
へ
、
西
域
か
ら
侠
西
に
停
播
し
た
事
を
明
か
に
し
、

，次

い
で
「
農
桑
輯
要
」

a

王
頑
「
農
書
」
・
魯
明
善
の
「
農
桑
衣
食
撮
要
」
等
を

史
料
と
し
て
、
元
代
の
棉
作
技
術
を
述
べ
て
い
る
。
第
四
節
・
第
五
節
の
「
明

代
の
棉
作
普
及
」
「
明
代
の
棉
作
技
術
」
に
お
い
て
、
明
代
に
な
る
と
棉
花
は

全
園
的
に
普
及
し
、
各
地
に
新
品
種
が
あ
ら
わ
れ
て
来
る
と
共
に
、
地
理
的
傑

件
に
感
じ
た
種
々
の
栽
培
法
が
確
立
し
、
特
に
す
ぐ
れ
た
山
東
、
漸
江
徐
挑
の

棉
作
法
が
各
地
の
後
進
地
帯
に
導
入
さ
れ
た
事
を
述
。へ
、
資
料
と
し
て
は
徐
光

啓
の
「
農
政
金
書
」
を
推
賞
し
て
い
る
。
次
い
で
「
清
代
の
棉
作
護
展
」
、
「
清

代
の
棉
作
技
術
」
に
お
い
て
、
清
代
の
史
料
に
民
園
の
史
料
を
補
な
っ
て
、
明

代
に
一
般
化
し
た
棉
作
が
、
人
口
の
増
大
、
清
末
の
原
棉
輸
出
、
或
は
圏
内
紡

績
工
業
の
護
逮
と
共
に
、
一
段
と
増
加
し
、
棉
花
を
主
慢
と
し
た
商
業
的
農
業

経
営
が
一
部
の
農
家
に
昆
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
と
く
。
震
後
の
附
表
は
元

・
明
・
清
の
棉
作
栽
培
の
技
術
の
褒
展
・
相
違
が
一
目
で
わ
か
っ
て
、
き
わ
め

て
有
用
な
も
の
で
あ
る
。
な
お
「
民
園
時
代
の
棉
作
愛
展
」
と
「
解
放
後
の
棉

作
費
展
L

が
附
せ
ら
れ
て
い
る
。

〔
第
三
編
〕
第
三
編
は
農
具
編
で
、
第
一
章
「
青
銅
製
農
具
考
」
は
今
日

ま
で
中
園
で
出
土
し
た
青
銅
の
鐘
・
鍍
・
型
・
鋤
等
々
を
列
奉
し
て
、
郭
沫
若

氏
や
貝
塚
氏
が
銅
製
農
具
の
存
在
を
否
定
し
た
の
に
封
し
、
鍛
製
農
具
の
出
現

の
前
に
、
石
製
農
具
に
介
在
し
て
、
公
団
や
、
氏
族
な
い
し
軍
隊
の
屯
墾
時
に

青
銅
製
農
具
が
見
ら
れ
た
ろ
う
、
と
い
う
博
士
の
従
来
か
ら
の
主
張
を
再
確
認

し
た
も
の
で
あ
る
。
附
論
の
「
殿
代
の
銅
と
錫
」
は
、
嘗
時
の
原
料
は
南
方
よ

り
運
搬
さ
れ
て
い
た
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
段
の
境
域
内
で
原
鍍
の
探
索
に
つ

と
め
自
給
へ
の
努
力
を
梯
っ
た
も
の
と
解
す
る
方
が
合
理
的
で
あ
る
と
主
張
し

て
い
る
。
第
二
章
「
ス
キ
の
褒
逮
」
は
、
内
容
的
に
は
本
書
の
中
心
を
な
す
も

の
で
、
博
士
は
「
す
な
わ
ち
こ
の
ス
キ
こ
そ
、
農
業
の
経
替
規
模
、
そ
し
て
ま

た
生
産
力
を
左
右
す
る
と
と
も
に
、
社
曾
組
織
、
努
働
秩
序
と
密
接
に
結
び
つ

き
、
祉
曾
関
係
に
描
変
化
を
ひ
き
起
さ
せ
る
よ
う
な
一
つ
の
そ
メ

γ
ト
を
さ
え
も

つ
も
の
で
あ
る
(
七

O
八
頁
)
」
と
い
う
見
解
の
上
に
立
っ
て
、
第
一
節
「
手
工

具
の
褒
遼
」
、
第
二
節
「
牛
耕
具
の
褒
淫
」
、
第
三
節
「
作
傑
裂
よ
り
耕
型
へ
」

の
三
節
は
、
手
工
具
か
ら
牛
耕
具
(
作
傑
型
)
へ
の
礎
化
(
大
韓
春
秋
戟
闘
の

時
代
)
、
さ
ら
に
作
傑
型
よ
り
耕
型
へ
の
護
連
移
行
(
三
閣
時
代
)
、
更
に
は
唐

宋
に
お
け
る
水
田
用
耕
型
の
愛
生
か
ら
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
型
に
至
る
ま

で
の
型
の
護
達
を
、
段
階
的
に
詳
論
し
た
も
の
で
あ
る
。
辰
後
の
第
四
節
「
農

業
史
上
よ
り
見
た
ス
キ
の
役
割
」
は
、
上
記
三
節
で
述
べ
た
ス
キ
の
褒
逮
過
程

を
軸
と
し
て
、
そ
れ
に
と
も
な
う
ロ

1
テ
イ
シ
ョ

γ
の
描
変
化
、
経
管
規
模
の
鍋
礎

化
等
を
お
り
ま
ぜ
て
、
大
き
く
い
っ
て
、
中
園
四
千
年
の
農
業
部
門
に
お
け
る

生
産
力
の
裂
遣
を
鳥
限
し
よ
う
と
し
た
野
心
作
で
あ
る
。
博
士
は
中
闘
農
業
史

上
に
お
い
て
農
具
や
技
術
の
夜
連
が
大
き
く
穎
現
す
る
時
期
を
、

ω春
秋
鞍
園

の
時
代
、
と
り
わ
け
戟
闘
の
時
代

ω三
園
・
膏
・
南
北
朝
時
代
間
唐
宋
時
代

ω中
華
人
民
共
和
園
の
成
立
後
の
農
業
、
と
四
時
期
に
認
め
て
い
る
が
(
自
序

に
よ
る
)
、
本
章
v

」
そ
は
そ
の
見
解
を
支
え
る
背
骨
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
三
章
「
ウ
ス
の
遊
遼
」
は
、
杵
臼
・
碓
・
磨
・
磐
・
硯
・
碩
磁
の
調
整
機
具

の
構
造
を
説
明
し
、
且
つ
各
器
具
の
費
生
の
時
期
を
文
献
上
よ
り
探
索
し
、
調
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整
穀
物
の
普
及
と
相
互
に
連
関
さ
せ
て
考
察
を
下
し
て
い
る
。

以
上
は
こ
の
大
作
に
封
す
る
私
の
拙
な
い
紹
介
で
あ
る
が
、
さ
て
こ
の
大
著

を
讃
ん
で
第
一
に
感
ず
る
こ
と
は
資
料
蒐
集
の
範
囲
の
麿
き
で
あ
る
。
例
え

ば
、
第
一
編
穀
物
の
場
合
は
、
文
献
史
料
で
は
不
充
分
で
あ
る
た
め
、
歴
史
に

直
接
関
聯
す
る
考
古
率
的
遺
物
、
甲
骨
・
金
女
の
史
料
は
勿
論
、
作
物
事
・

栽
培
摩
の
分
野
に
、
更
に
は
遺
停
撃
の
専
門
雑
誌
に
ま
で
史
料
探
索
の
手
を
績

げ
て
い
る
。
こ
の
慶
い
史
料
蒐
集
カ
は
正
に
博
士
で
な
く
て
は
出
来
な
い
整
嘗

で
あ
ろ
う
。
同
時
に
附
言
し
た
い
の
は
、
疑
問
貼
の
解
決
に
ょ
せ
る
博
士
の
熱

意
で
あ
る
。
職
後
中
園
の
考
古
田
学
的
登
掘
の
進
展
に
と
も
な
っ
て
、
数
多
く
の

農
業
史
の
資
料
、
が
夜
見
さ
れ
、
研
究
報
告
が
出
て
い
る
が
、
博
士
は
疑
問
の
個

所
は
私
信
を
も
っ
て
と
い
正
し
確
設
の
追
求
に
つ
と
め
て
い
る
。
本
書
中
各
鹿

に
婦
人
さ
れ
た
中
園
事
者
の
返
書
は
、
こ
の
熱
意
の
表
明
で
あ
る
。
然
し
こ
れ

は
何
人
も
容
易
に
出
来
る
事
で
な
く
、
常
に
密
接
な
華
街
交
流
を
行
な
い
、
中

園
事
者
に
深
く
畏
敬
さ
れ
て
い
る
人
に
し
て
始
め
て
可
能
な
事
で
あ
る
(
こ
の

貼
に
つ
い
て
斉
本
之
「
中
日
雨
園
の
農
撃
者
の
友
情
」
「
人
民
中
国
」
一
九
六

三
年
六
月
披
を
参
照
さ
れ
た
い
て
ま
た
本
書
中
の
諸
論
文
は
、
以
前
に
護
表

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
大
幅
に
改
訂
さ
れ
、
叉
書
き
加
え
ら

れ
て
い
る
の
も
、
事
関
に
封
す
る
熱
意
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
。

第
二
は
、
農
書
の
綿
密
な
校
勘
で
あ
る
。
自
序
で
、

北
京
留
皐
嘗
時
買
っ
て
お
い
た
『
費
民
要
術
』
(
四
部
備
要
本
)
・
『
王
顧
地
震

書
』
(
孫
星
車
中
校
訂
本
)
・
『
農
政
金
書
』
(
貴
州
糧
署
刊
本
)
の
ご
と
き
、

画
書
館
所
蔵
の
諸
版
本
と
封
校
し
て
み
て
、
い
ず
れ
も
そ
の
テ
キ
ス
ト
た
り

得
な
い
事
を
緩
見
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
あ
る
だ
け
の
版
本
を
机
上
に
並
べ

て
、
一
つ
一
つ
仔
細
に
吟
味
し
、
そ
の
校
勘
・
比
校
と
い
う
全
く
目
立
た
ぬ

仕
事
に
、
や
り
場
の
な
い
精
力
と
時
聞
を
つ
か
っ
た
。
校
勘
の
仕
事
と
い
え

ば
、
唐
の
陸
編
蒙
の
『
系
組
経
』
は
、
わ
ず
か
六
五

O
字
程
の
短
い
文
章
だ

が
、
十
数
種
の
版
本
を
捜
し
出
し
、
そ
れ
を
比
捜
し
て
、
結
局
、
川
『
笠

津
菜
書
』
系
統
本
、
凶
『
津
逮
秘
書
』
系
統
本
、
同
『
重
編
百
川
皐
海
』
系

統
本
に
三
大
別
し
え
た
も
の
の
、
い
ず
れ
の
版
本
も
、
そ
れ
だ
け
で
事
た
り

る
と
い
う
も
の
が
無
く
、
自
分
で
定
本
を
作
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た

明
の
黄
省
曾
の
「
理
生
玉
鏡
稲
品
」
一

O
五
O
徐
字
の
小
女
も
、
こ
れ
に
似

た
経
験
を
も
っ
た
。

と
被
訂
・
比
伎
に
費
し
た
労
苦
の
な
み
な
み
な
ら
ぬ
こ
と
を
述
懐
し
て
い
る

が
、
こ
の
経
験
に
も
と
事
つ
い
て
、
本
書
中
に
引
用
さ
れ
た
多
数
の
農
書
に
つ
い

て
、
刊
本
批
剣
と
各
々
銭
る
べ
き
善
本
を
示
さ
れ
た
事
は
、
後
事
者
に
と
っ

て
、
蓋
し
計
り
知
れ
な
い
恩
恩
で
あ
る
。
嘗
っ
て
博
士
は
中
固
か
ら
多
数
の
古

農
書
が
出
版
さ
れ
た
際
に
、
刊
本
の
選
揮
に
あ
や
ま
り
な
き
ゃ
を
心
配
さ
れ
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
十
徐
年
の
校
訂
の
努
苦
に
よ
る
自
信
が
愛
し
た
言
で

あ
っ
た
が
、
果
し
て
後
に
刊
行
さ
れ
た
後
書
は
、
博
士
の
心
配
し
た
通
り
、
必

ず
し
も
最
善
の
テ
キ
ス
ト
ば
か
り
で
な
か
っ
た
事
は
、
す
で
に
横
山
氏
も
指
摘

し
た
通
り
で
あ
る
(
横
山
英
氏
の
本
書
書
評
・
歴
史
皐
研
究
二
七
五
貌
)
。

第
三
は
史
料
に
劃
す
る
日
常
の
注
意
と
、
零
細
史
料
の
駆
使
で
あ
る
。
例
え

ば
、
「
解
放
後
の
水
橋
作
法
」
・
「
解
放
後
の
棉
作
愛
展
」
で
は
「
人
民
日
報
」

の
記
事
が
資
料
と
し
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
と
も
す
れ
ば

讃
み
過
し
て
し
ま
い
勝
ち
な
も
の
で
あ
る
が
、
博
士
は
こ
れ
ら
の
記
事
を
看
過

す
る
こ
と
な
く
適
所
に
生
か
し
て
、
新
中
閣
の
増
産
運
動
を
旭
国
系
的
に
わ
か
り

や
す
く
我
々
に
知
ら
し
て
く
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
技
は
、
中
園
農
業
に
劃

す
る
秩
序
だ
っ
た
、
種
系
的
知
識
を
背
景
に
し
て
こ
そ
で
き
る
富
市
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
し
て
も
常
日
頃
の
資
料
に
閲
す
る
鋭
い
注
意
と
、
努
を
い
と
わ
ぬ
心
懸

を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
無
言
の
中
に
、
心
の
持
方
一
つ
に
よ
っ
て
史
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料
は
必
ず
し
も
「
乏
し
き
を
憂
う
」
必
要
の
な
い
事
を
示
し
、
後
援

4

者
に
大
き

な
教
訓
を
奥
え
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
要
す
る
に
、
本
書
の
債
値
を
一
言
に
し
て
許
せ
ば
、
完
髪
と
も
い
い
得

る
史
料
の
蒐
集
と
、
一

O
徐
年
に
わ
た
る
版
本
校
訂
の
上
に
立
っ
て
、
四
千
年

の
農
業
技
術
史
を
大
観
し
た
も
の
で
、
後
事
者
が
安
心
し
て
依
援
で
き
る
底
本

を
提
供
し
た
と
い
う
事
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。

国

本
書
の
技
術
的
内
容
、
即
ち
個
々
の
技
術
や
農
法
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
恐

ら
く
人
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
意
見
な
り
、
批
剣
な
り
が
で
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

は
現
段
階
に
お
い
て
は
、
農
業
技
術
の
個
4

の
問
題
は
絵
り
研
究
が
ゆ
き
届
い

て
い
な
い
か
ら
で
も
あ
る
が
、
同
時
に
個
々
の
技
術
内
容
は
、
そ
れ
自
慢
だ
け

で
は
な
く
、
前
後
の
作
業
と
併
せ
考
え
て
、
初
め
て
合
理
的
に
理
解
で
き
る
ケ

ー
ス
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
今
例
を
有
名
な
漢
書
食
貨
志
中
の
趨
過
代
団
法
、

「
其
耕
↑
松
下
種
。
田
器
皆
有
使
巧
。
率
十
二
夫
震
因
。
一
井
一
屋
。
故
時
五
頃
。

用
調
型
。
二
牛
三
人
。
一
歳
枚
常
過
綾
田
晦
一
解
以
上
」
の
一
句
、
「
用
綱
型
。

二
牛
三
人
」
の
語
に
と
っ
て
み
よ
う
。
所
で
、
乾
地
農
法
の
且
取
も
重
要
な
黙

は
、
播
種
期
、
が
土
壊
の
最
も
乾
燥
し
た
時
期
に
あ
た
る
の
で
、
震
芽
の
た
め
の

水
分
を
如
何
に
土
壇
中
に
貯
え
て
お
く
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
播

種
す
る
と
直
ち
に
覆
土
し
、
さ
ら
に
把
・
努
を
か
け
て
整
地
す
る
必
要
が
あ

り
、
も
し
耕
起
が
深
く
、
土
壌
の
撹
枇
が
大
き
け
れ
ば
、
土
壊
中
の
毛
細
管
を

深
慮
で
遮
断
し
て
、
品
陣
程
保
水
に
注
意
し
な
け
れ
ば
、
皐
害
を
受
け
る
危
険
性

が
高
く
な
る
。
こ
の
事
を
念
頭
に
お
い
て
、
ま
ず
本
書
の
設
を
考
え
よ
う
。

(
縞
恕
と
は
)
、
私
は
二
本
の
ユ
キ
先
を
も
っ
裂
だ
と
解
し
て
い
る
。
〔
中
略
〕

今
日
華
北
の
耕
種
法
か
ら
し
て
、
一
人
が
型
把
を
執
り
、
他
の
二
人
は
親
裂

で
す
き
わ
ら
れ
た
播
種
溝
に
そ
れ
ぞ
れ
一
僚
づ
っ
播
種
し
、
覆
土
し
た
も
の

と
み
た
い
。
(
七
四

0
1四
一
頁
)

こ
の
博
士
の
設
は
、
裂
に
つ
く
の
が
一
人
で
、
他
の
二
人
は
裂
の
直
後
に
つ
い

て
、
す
ぐ
に
下
種
・
覆
土
し
て
行
く
の
で
あ
る
か
ら
、
前
述
の
土
援
保
水
を
考

慮
に
入
れ
て
い
る
貼
、
き
わ
め
て
合
理
的
な
見
解
で
あ
る
。
し
か
し
代
田
法
の

一
環
と
し
て
み
た
場
合
、
「
耕
転
下
種
。
田
容
皆
有
使
巧
」
と
い
っ
て
い
る
か

ら
、
裂
の
後
の
二
人
が
、
ど
の
よ
う
な
便
巧
の
下
種
の
田
器
を
使
用
し
た
か
と

い
う
説
明
の
欲
し
い
所
で
あ
る
。
こ
の
「
下
種
の
回
器
」
に
重
鮎
を
お
い
た
の

は
熊
代
孝
雄
氏
の
次
の
見
解
で
あ
る
。

綿
製
と
は
「
ス
ギ
」
で
な
く
下
種
器
で
あ
る
。
一
牛
一
先
の
耕
裂
を
ま
ず
索

き
、
そ
の
後
に
調
製
(
二
本
の
ス
キ
先
を
持
っ
た
積
)
を
牽
い
て
播
種
す

る
。
耕
型
に
は
牛
に
一
人
、
型
を
把
る
者
一
人
計
二
人
、
抽
慢
で
は
、
牛
に
人

が
つ
か
ず
、
把
を
と
る
も
の
一
人
。
計
二
牛
三
人
で
あ
る
。
(
筆
者
要
約
。
漢

・
越
過
の
代
田
法
考
1
天
野
一
万
之
助
『
中
園
農
業
史
研
究
に
寄
せ
て
』
|
農

業
経
償
還
信
五
六
貌
)

氏
の
見
解
は
調
型
を
下
種
器
と
考
え
る
黙
が
新
見
解
で
あ
り
、
代
田
法
に
耕
撃

と
同
慢
を
併
用
す
る
と
い
う
こ
と
は
非
常
な
卓
見
で
あ
る
が
、
親
裂
は
引
用
文
の

前
に
出
て
来
る
編
組
と
封
臆
す
る
語
で
も
あ
る
の
で
、
‘
掴
梢
型
を
検
と
解
し
て
し

ま
う
に
は
多
少
の
不
安
が
残
る
。
そ
の
外
の
諸
説
と
し
て
、

ω咽
柄
引
悼
と
は
、
二
本
の
「
ス
キ
先
」
を
も
っ
た
裂
で
、
一
人
が
リ
ー
ド
し
、

二
人
、
が
二
本
の
裂
を
と
る
(
つ
ま
り
一
人
が
牛
の
口
と
り
し
、
二
人
が
型
の

柄
を
お
さ
え
る
の
意
)
。

(
Z
g
q
F
S
ω
謡
曲
ロ
ロ
(
溺
ゆ
融
Y

Hり
00ιgι

冨
g
a
E
〉
ロ
ロ
広
三
門

U
E
E
-
H
u
g
-勺
-H∞
吋
)

∞
割
柄
引
半
と
は
二
本
の
ス
キ
先
を
持
ち
、
二
人
が
二
牛
を
リ
ー
ド
し
、
一
人
が

把
を
持
つ
。
(
田
昌
五
箱
型
圃
よ
り
、
「
人
民
中
園
」
一
九
六

O
年
八
月
貌
)

仰
稿
裂
と
は
二
牛
を
用
い
て
(
濁
立
の
)
二
型
を
挽
き
、
二
人
が
お
の
お
の
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一
一
製
を
扶
け
、
一
人
が
二
牛
を
牽
引
し
、
計
二
牛
三
人
に
な
る
。
(
活
文
+
湖
町

中
国
通
史
簡
編
修
訂
本
第
二
篇
五
四
頁

(ωωω
に
つ
い
て
は
本
書
七
四

O

|
二
頁
に
よ
る
)

こ
の
中
浩
氏
の
説
も
特
記
す
べ
き
説
で
あ
る
が
、
も
し
氏
の
よ
う
に
濁
立
し
た

「
ス
キ
先
」
一
個
の
製
を
な
ら
べ
て
使
用
す
る
な
ら
ば
、
「
用
商
型
」
か
、
ま

た
は
「
怨
を
綱
に
し
て
用
う
」
と
あ
り
た
い
。
調
裂
と
い
う
以
上
、
元
来
が
濁

立
し
た
「
ス
キ
先
」
一
個
で
あ
っ
て
も
、
一
時
的
に
く
く
っ
て
一
つ
の
恕
と
し

て
使
用
し
た
も
の
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
孫
・
回
雨
氏
の
読
は
、
型
そ

の
も
の
の
説
明
と
し
て
は
反
封
の
理
由
は
な
い
が
、
下
種
の
回
器
、
或
は
耕
起

後
の
作
業
に
つ
い
て
言
及
し
て
、
始
め
て
首
尾
一
貫
し
た
も
の
と
言
う
べ
き
段

階
で
あ
る
。

以
上
の
様
に
種
々
の
説
が
あ
る
が
、
若
し
代
田
法
の
文
中
に
、
耕
起
後
の
手

入
れ
が
一
言
書
か
れ
て
い
れ
ば
恐
ら
く
稿
裂
の
解
離
も
一
定
し
て
い
た
で
あ
ろ

う
。
い
わ
ば
、
異
説
の
輩
出
は
慢
系
的
に
記
述
さ
れ
た
史
料
が
比
較
的
少
く
、

往
々
に
し
て
特
色
あ
る
部
分
の
み
取
出
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
た
め
、
俵
設
を

入
れ
て
、
史
料
の
間
隙
を
合
理
的
に
埋
め
て
首
尾
一
貫
し
た
僅
系
を
作
り
あ
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
技
術
史
の
性
格
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
親
型
一
つ
に
つ

い
て
も
こ
の
よ
う
な
吠
態
に
あ
る
現
在
、
四
千
年
の
長
い
中
園
農
業
史
の
種
々

の
問
題
を
幅
庭
く
取
扱
っ
て
い
る
本
書
は
、
約
四
十
年
に
わ
た
っ
て
現
賓
の
中

園
農
業
を
調
査
し
、
文
献
に
親
し
ん
で
き
た
博
士
の
経
歴
の
に
じ
み
で
た
も
の

と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

伺

本
書
の
特
色
は
あ
く
ま
で
史
料
に
よ
っ
た
手
堅
い
結
論
に
あ
り
、
後
事
者
に

中
園
農
業
史
の
ゆ
る
ぎ
な
き
基
礎
工
事
を
提
供
し
て
く
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

で
は
我
々
は
本
書
の
成
果
を
如
何
に
鎖
大
し
て
ゆ
く
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

第
一
に
は
資
料
と
賓
際
と
の
時
間
の
ズ

ν
を
埋
め
る
こ
と
で
あ
ろ
う
@
我
々

が
現
在
認
め
う
る
資
料
は
必
ず
し
も
そ
の
も
の
の
存
在
の
上
限
を
一
示
す
も
の
と

は
限
ら
ず
、
特
に
文
献
に
見
え
る
史
料
の
時
期
と
、
そ
の
も
の
が
使
用
さ
れ
始

め
、
ま
た
一
般
化
さ
れ
始
め
た
時
期
と
一
致
し
な
い
場
合
も
多
い
。
例
え
ば
珠

江
デ
ル
タ
地
帯
に
見
ら
れ
る
「
四
水
六
基
」
の
農
法
は
(
本
書
一
七
回
頁
)
、

文
献
で
は
陳
穿
の
農
蓄
に
見
ら
れ
る
が
、

且駅
近
の
考
古
事
的
遺
物
に
よ
れ
ば
、

こ
れ
に
類
す
る
農
法
は
す
で
に
後
漢
四
川
省
に
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る

(
一
八
五
頁
)
。
こ
の
例
で
も
見
ら
れ
る
如
く
、
或
る
器
具
な
り
農
法
が
、
文
献

に
あ
ら
わ
れ
た
時
は
、
そ
れ
が
普
遍
化
し
、
一
般
化
し
た
後
で
あ
る
場
合
が
あ

る
。
従
っ
て
博
士
の
あ
つ
め
ら
れ
た
文
献
の
上
に
立
っ
て
、
寅
際
の
時
期
と
、

文
献
上
の
時
期
と
の
ズ
レ
を
埋
め
る
事
が
、
ま
ず
後
事
者
の
な
す
べ
き
事
で
あ

ろ
う
。
第
二
は
個
々
の
問
題
の
深
化
で
あ
る
。
こ
の
面
に
つ
い
て
尚
問
題
の
残

っ
て
い
る
事
は
、
す
で
に
越
過
の
代
団
法
を
例
に
引
い
て
述
べ
た
所
で
あ
っ

て
、
こ
こ
で
繰
返
す
必
要
は
な
い
。
第
三
は
旋
い
意
味
の
農
業
史
へ
の
機
大
、

す
な
わ
ち
農
業
技
術
の
諸
要
紫
1

農
具
・
作
物
・
滋
減
・
肥
料
|
|
、
そ
の
他

土
地
問
題
等
の
生
産
関
係
を
仙
総
合
し
て
、
各
時
代
の
農
業
の
護
遠
の
跡
を
究
明

す
る
と
共
に
、
更
に
進
ん
で
は
中
関
農
業
と
中
園
枇
曾
の
特
性
と
の
鯛
係
を
求

め
て
ゆ
く
事
で
あ
る
。
も
っ
と
も
技
術
と
吐
曾
の
結
節
貼
を
究
明
す
る
事
は

「
言
う
は
易
く
、
行
う
は
難
い
」
も
の
で
あ
る
が
、
史
事
者
と
し
て
破
ら
ね
ば

な
ら
な
い
壁
で
あ
る
。
勿
論
博
士
も
こ
の
事
に
は
留
意
さ
れ
、
自
序
に
も
大
綱

を
述
ベ
、
第
三
章
第
四
節
は
、
博
士
の
中
園
史
観
の
表
明
で
も
あ
る
(
八
四
二

頁
あ
と
が
き
)
。
ま
た
本
書
に
は
採
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
殿
代
産
業
に
関

す
る
若
干
の
問
題
」
(
東
方
皐
報
京
都
第
二
五
)
を
始
め
、
各
時
代
の
農
業
の

構
造
と
展
開
を
論
じ
、
更
に
庭
く
農
業
史
・
産
業
史
を
取
扱
っ
て
い
る
。
灰
聞

す
る
に
博
士
は
、
身
長
の
高
さ
に
も
達
す
る
原
稿
を
整
理
し
、
五
容
に
わ
け
て
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公
刊
さ
れ
る
務
定
で
あ
っ
た
が
、
種
々
の
事
情
で
一
省
に
ま
と
め
ら
た
と
い
う

事
で
あ
る
。
も
し
最
切
の
預
定
の
如
く
、
五
容
が
公
刊
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
こ

に
の
ベ
た
私
の
言
は
或
は
不
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
(
米
国
賢
次
郎
)

唐
宋
時
代
の
交
通
と
地
誌
地
圃
の
研
究膏

定

雄

著

山

昭
和
三
十
八
年
三
月
吉
川
弘
文
館

A
5版
画
版
八
葉
本
文
六
一
七
頁
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こ
の
た
び
青
山
定
雄
教
授
が
「
唐
宋
時
代
の
交
通
と
地
誌
地
閣
の
研
究
」
を

出
版
さ
れ
た
。
以
前
か
ら
同
教
授
の
従
来
の
研
究
論
文
に
啓
設
さ
れ
、
東
洋
史

の
分
野
で
歴
史
地
理
事
と
呼
ば
れ
て
い
る
事
問
に
関
心
を
持
っ
て
き
た
者
に
と

っ
て
は
、
こ
の
出
版
は
大
き
な
ま
と
ま
っ
た
知
識
の
牧
獲
で
あ
る
ば
か
り
で
な

く
、
由
学
界
に
と
り
ま
こ
と
に
慶
賀
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
近
来
い
わ
ゆ

る
枇
曾
経
済
史
壌
の
盛
行
の
影
に
か
く
れ
て
し
ま
っ
た
醐
慨
を
呈
し
て
い
た
東
洋

歴
史
地
理
事
界
に
漸
く
活
気
が
感
ぜ
ら
れ
る
。
先
年
刊
行
の
松
田
薄
男
博
士

箸
「
古
代
天
山
の
歴
史
地
理
率
的
研
究
」
と
併
せ
考
え
る
と
、
こ
の
爾
快
奉
を

中
心
に
歴
史
地
理
閥
係
の
論
考
が
従
来
よ
り
や
や
多
く
褒
表
せ
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

本
書
は
二
編
か
ら
成
る
a

第
一
編
は
「
唐
宋
時
代
の
交
通
L

第
二
編
は
「
唐

宋
時
代
の
地
誌
地
図
」
で
、
最
初
に
序
文
が
見
え
る
。
こ
の
序
文
に
は
、
ま
ず

北
ツ
ナ
に
興
っ
た
中
国
民
族
が
南
方
に
向
い
護
展
し
、
清
の
専
制
的
中
央
集
権

園
家
が
で
き
る
ま
で
の
歴
史
を
き
わ
め
て
筒
軍
に
述
べ
、
交
通
の
褒
遠
の
観
鮎

に
立
っ
て
著
者
一
流
の
中
国
史
観
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
唐
宋
時
代
に

お
け
る
官
用
交
通
の
護
連
と
地
誌
地
圃
の
編
成
の
歴
史
を
究
明
す
る
こ
と
は
、

そ
の
時
代
の
官
僚
政
治
ひ
い
て
は
統
一
国
家
の
機
能
と
限
界
と
を
窺
う
上
に
も

重
要
な
意
味
を
も
っ
と
思
わ
れ
る
」
と
言
い
、
「
本
書
に
お
い
て
特
に
官
用
交

通
を
と
り
上
げ
た
の
も
そ
の
た
め
」
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

「
讃
史
方
興

紀
要
索
引
支
那
歴
代
地
名
要
覧
」
は
徐
り
に
も
有
名
な
魅
力
作
で
あ
る
が
、
著
者

は
人
も
知
る
通
り
若
き
頃
か
ら
東
方
文
化
事
院
東
京
研
究
所
に
お
い
て
歴
史
地

理
を
増
加
暗
闘
さ
れ
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
数
多
く
の
論
文
を
褒
表
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
方
面
の
碩
撃
で
あ
る
。

第
一
編
の
第
一
第
二
は
前
に
論
考
し
た
も
の
を
さ
ら
に
検
討
を
加
え
て
詳
述

し
た
も
の
で
、
第
九
は
そ
の
一
部
を
前
に
重
鮎
的
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
の
を

全
般
に
わ
た
り
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
大
僅
本
書
は
か
つ
て
著
者
が
護
表
し
た

論
文
の
内
容
か
ら
成
る
が
こ
の
第
一
と
第
二
と
は
、
ま
だ
三
十
才
前
後
の
頃
の

若
き
著
者
が
世
界
歴
史
大
系
に
書
い
た
唐
宋
時
代
の
交
通
に
関
す
る
研
究
を
あ

ら
た
め
て
補
訂
し
、
主
要
交
通
路
に
つ
い
て
そ
の
位
置
、
利
用
と
費
遷
、
道
路

工
事
等
を
述
べ
て
い
る
。
第
一
「
唐
代
の
陸
路
」
は
五
つ
の
地
域
に
分
け
て
考

察
し
ま
ず
河
南
山
東
方
面
に
向
う
交
通
路
か
ら
筆
を
お
こ
し
、
長
安
よ
り
澄
閥
、

洛
陽
、
休
州
等
の
東
方
に
通
じ
る
路
を
重
要
路
と
指
摘
し
、
嘗
時
中
闘
を
東
西
に

貫
く
路
の
中
で
も
も
っ
と
も
重
要
な
大
路
で
あ
っ
た
と
強
調
し
て
い
る
。
さ
ら

に
休
州
か
ら
休
河
に
そ
い
酒
州
に
行
き
、
南
し
て
揚
州
を
経
て
一
一
職
州
方
面
に
の

び
る
交
通
路
に
鏑
れ
る
。
長
安
か
ら
河
北
山
首
方
面
に
向
う
も
の
は
洛
陽
で
前

記
作
河
ぞ
い
交
通
路
と
分
か
れ
東
北
行
し
、
孟
津
に
お
い
て
黄
河
を
渡
り
衛
州

(
汲
豚
)
を
経
て
幽
州
に
達
す
る
路
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
し
て
中
唐
以
後
藩
銀

の
濁
立
化
に
と
も
な
い
こ
の
路
が
重
要
と
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
同
州

蒲
津
闘
を
経
て
太
原
に
通
じ
る
路
に
も
注
目
し
て
、
都
か
ら
山
西
に
達
す
る
要

路
と
説
く
。
三
「
湖
北
・
湖
南
・
江
西
及
げ
慶
東
・
艇
西
方
面
」
、
で
は
長
安

東
の
湖
か
ら
藍
田
・
商
州
・
袈
州
・
荊
州
を
経
て
慶
州
に
達
す
る
路
を
唐
朝
の
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